
2023年度
ウエルネスガーデン品川御殿山　水泳クラス

●�

水
泳
を
通
じ
た

健
康
教
育

　

場
所
は
、
品
川
駅
か
ら
徒

歩
１０
分
ほ
ど
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
中
に
あ
る
「
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｋ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ガ
ー
デ
ン
品

川
御
殿
山
」（
株
式
会
社
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｋ
が
運
営
）
の
１

階
。
こ
の
施
設
に
は
、
地
域

の
人
が
運
動
す
る
習
慣
を
作

り
健
康
寿
命
を
の
ば
す
こ
と

や
、
子
ど
も
た
ち
が
運
動
を

通
し
て
健
康
な
心
と
身
体
を

作
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、

ス
タ
ジ
オ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
そ
の
プ
ー
ル

を
使
用
し
て
、
６
ヵ
月
児
〜

高
校
生
を
対
象
と
し
た
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
１
月
下
旬
か
ら

申
込
受
付
を
開
始
し
、
約
２

０
０
人
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●�

地
域
に
合
わ
せ
た

特
色
や
取
り
組
み

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
ガ
ー
デ
ン
品

川
御
殿
山
は
、
２５
メ
ー
ト
ル

×
３
レ
ー
ン
の
プ
ー
ル
で

す
。
水
深
は
１
．
０５
ｍ
か
ら

１
．
１５
ｍ
と
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
泳
げ
る
深
さ
で

す
。
そ
の
中
で
、
一
人
ひ
と

り
と
密
に
関
わ
り
な
が
ら
、

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス

ン
を
行
い
ま
す
。
全
国
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
基
準

に
基
づ
い
て
、
泳
力
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う

ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
も
伝
え
、
練
習
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
の
中
で
楽
し
く

過
ご
す
エ
ン
ジ
ョ
イ
ア
ク
ア

ク
ラ
ス
も
作
り
ま
し
た
。
遊

び
を
通
し
て
た
く
さ
ん
動
く

こ
と
で
、
水
に
慣
れ
親
し

み
、
そ
の
中
で
身
の
こ
な
し

を
覚
え
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
土
曜
授
業
日
が
月

に
２
回
あ
る
エ
リ
ア
で
す
の

で
、
ク
ラ
ス
の
振
り
替
え
を

可
能
に
し
、
よ
り
受
講
し
や

す
く
し
ま
し
た
。
２４
時
間
ど

こ
か
ら
で
も
入
会
申
込
が
で

き
る
よ
う
、
手
続
き
を
全
て

オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
こ
と
も

新
し
い
試
み
で
す
。

●�

進
化
し
続
け
る

場
所
で
あ
り
た
い

　

ま
ず
は
、
現
在
受
講
中
の

メ
ン
バ
ー
が
安
心
し
て
通
え

る
環
境
や
関
係
を
し
っ
か
り

と
作
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に

も
、
水
に
慣
れ
親
し
み
、
水

泳
を
体
験
す
る
機
会
を
作
り

た
い
と
考
え
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
特
別
支
援
ク
ラ
ス
の

開
設
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

品
川
や
近
隣
に
住
む
人
々

に
と
っ
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
水

泳
を
身
近
な
も
の
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ウ
エ
ル
ネ
ス

ガ
ー
デ
ン
品
川
御
殿
山
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
水
泳

の
楽
し
さ
を
感
じ
た
り
心
が

満
た
さ
れ
た
り
す
る
子
ど
も

が
一
人
で
も
増
え
る
よ
う
、

立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
様
々

な
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま

す
。
同
時
に
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
が
初
め
て
進
出
し
た
地
域

で
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
・
活
動
を
通
じ
て
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
良
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
よ
り
良
い
場
所
に
す
る

た
め
に
」「
よ
り
良
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
た
め
に
」、

常
に
進
化
し
続
け
る
新
拠
点

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

（
ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
部
Ａ
Ｄ

　

澤
村
奈
緒
）

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
グ
ル
ー
プ

法
人
で
あ
る
Ｙ

Ｍ
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
。「
株

式
会
社
」
に
違

和
感
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い

が
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
使
命
を
共
有
し
、
共
に
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
を
担
う
。
と
は

言
え
、
株
式
会
社
と
し
て
利

益
追
求
も
重
要
。
社
長
就
任

時
は
、
そ
れ
ま
で
の
公
益
財

団
法
人
の
現
場
と
は
違
う
悩

み
が
生
じ
、
今
後
の
方
向
性

を
熟
考
し
た
。
そ
し
て
、
立

ち
上
げ
た
の
が
、
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ミ
ラ

イ
ズ
」。
▼
１
９
２
１
年
、

ま
だ
行
政
に
よ
る
職
業
紹
介

所
が
な
い
時
代
、
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
人
事
相
談
事
業
が
公

的
な
職
業
紹
介
所
と
し
て
認

め
ら
れ
た
。
職
業
の
自
由
や

情
報
収
集
手
段
が
少
な
か
っ

た
当
時
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

個
々
の
生
活
や
人
生
の
相
談

に
乗
り
な
が
ら
職
業
を
紹
介

す
る
活
動
は
、
人
々
に
勇
気

や
希
望
を
与
え
た
に
違
い
な

い
。「
ミ
ラ
イ
ズ
」
が
行
う

転
職
支
援
も
ま
た
、
就
職
後

に
つ
ま
ず
い
た
り
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
り
す

る
若
者
に
寄
り
添
い
、
彼
ら

の
未
来
を
一
緒
に
考
え
る
。

▼
ど
れ
ほ
ど
科
学
技
術
が
進

歩
し
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
が
増
え
て
も
、

人
に
寄
り
添
い
、
社
会
に
働

き
か
け
る
必
要
性
は
な
く
な

ら
な
い
。む
し
ろ
、増
し
て
い

く
。
株
式
会
社
の
立
場
か
ら

も
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ら
し
さ
を
追

求
し
て
い
き
た
い
。（
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
事
務
局
長

・
Ｙ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
代

表
取
締
役
社
長　

佐
藤
信
也
）

「東京YMCAウエルネスガーデン品川御殿山」
健康教育の新しいモデルを目指してオープン！

＜ベビークラス＞
対象 曜日 時間 主な内容
ベビー

（6ヵ月～2歳児）
日 10：50～12：00

親子で一緒にプールに入
り、楽しく体を動かす。

＜エンジョイアクア＞
対象 曜日 時間 主な内容

年少～小2
火 16：20～17：30 楽しみながら水に慣れ親し

む。遊びの要素を多く取り
入れる。

金 15：20～16：30

＜年少～高校生＞
対象 曜日 時間 泳力のめやす

年少～年長

火 15：20～16：30

初めて～クロール・背泳ぎ
25mの練習まで

水 15：20～16：30
木 15：20～16：30
金 15：20～16：30
土A 9：50～11：00
土B 10：50～12：00
日A 9：50～11：00
日B 13：20～14：30

年少～小6

火 16：20～17：30

初めて～クロール・背泳ぎ
25mの練習まで

水 16：20～17：30
木 16：20～17：30
金 16：20～17：30
土A 8：50～10：00
土B 13：20～14：30
日A 8：50～10：00
日B 14：20～15：30

小1～高3

火 17：20～18：30

浮具なしでけのびができる
方から

水 17：20～18：30
木 17：20～18：30
金 17：20～18：30
土A 7：50～9：00
土B 14：20～15：30
日B 15：20～16：30

子どものレッスン中、保護者が待機できるラウンジ

ウエルネスガーデン品川御殿山のプール

【所在地】〒140-0001　東京都品川区北品川4丁目7番35号（御殿山トラストタワー1階）
【最寄駅】新幹線・ＪＲ各線・京浜急行線「品川駅」高輪口より徒歩10分（無料送迎バスあり）
　　　　　ＪＲ各線「大崎駅」新東口より徒歩14分
　　　　　京浜急行線「北品川駅」より徒歩5分
【問合せ】03-6721-6677（火～金　12:30～18:30　土日　8:30～16:00　月曜休館）
　　　　　gotenyama-well-info@tokyoymca.org

「東京ＹＭＣＡウエルネスガーデン品川御殿山」

　2023年4月、品川区北品川に「東京ＹＭＣＡウエルネスガーデン品川御殿山」が誕生しまし
た。現在は子どもの水泳クラス運営が中心ですが、地域との連携や協働を進め、地域の人々に
とってＹＭＣＡが必要な存在となることを目指します。
　また、この新拠点は、立ち上げから運営まで20・30代のスタッフが中心的に担っており、
ＹＭＣＡ健康教育の新しいモデルとしても期待されます。ＹＭＣＡ水泳クラスの特徴である、
一人ひとりに寄り添うきめ細やかさや、水の事故からいのちを守るための水上安全指導を大切
に守りながら、若手スタッフの自由な発想を積極的に取り入れ、より社会に寄与する働きを求
めていきます。東京ＹＭＣＡの新たな挑戦にご期待下さい。

ウエルネスガーデン品川御殿山の詳細
は、ホームページをご覧ください。

毎月10日発行　第802号（通巻1306号）

2023

創立1880年

〒169−0051
東京都新宿区西早稲田2−3−18
　　　日本キリスト教会館6階
Tel	 03−6302−1960
URL	 http://tokyo.ymca.or.jp
発行所　公益財団法人
　　　　東京YMCA
発行人　菅谷	 淳

みつかる。つながる。よくなっていく。

東京YMCA
東京YMCAは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京YMCAの使命
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　4月13日（木）、千葉県成田市にあるＰＧＭ総成ゴルフク
ラブを会場に「第32回チャリティーゴルフ大会」が開催さ
れ、87人の参加がありました。当日は晴天に恵まれた絶好
のゴルフ日和となり、参加者は新緑の香りを感じながら気持
ちよくプレーを楽しみました。コロナ感染対策もあり、終了
後の表彰式やパーティーは実施できませんでしたが、プレー
後に「くじ引き抽選会」を行い、企業や個人の方よりいただ
いた多くの協賛品を参加者にお渡ししました。また、今回の
参加賞は、初の試みとして成田市周辺の採れたて地元野菜と
新鮮地卵のセットをお渡しし、好評のうちに終了することが
できました。
　今回の支援金約50万円は、障がい児プログラム支援、フ
レンドシップファンド（経済的に困難なご家庭の子どもプロ
グラム参加支援）、不登校の子どもたち支援、国際協力活動（バ
ングラデシュ、ミャンマー、ウクライナの子どもたち支援）
として用います。皆さまのご支援に心から感謝申し上げます。
� （会員部　熊沢佳代）

第32回チャリティーゴルフ大会を開催

参加賞の地元野菜と新鮮地卵の
セットは、当日の朝、道の駅か
ら運ばれた

子どもたちにとって、夏休みは大切な時間です。普段できないさまざまな体験を通して、たくさんの
ことを吸収し、逞しく成長することでしょう。子どもたちの大切な夏を “特別” にする東京ＹＭＣＡ
のサマープログラムについて、ご紹介いたします。夏にお会いできることを楽しみにしています！

サマーキャンプ
＆スクール

　「フレンドシップファンド」は、経済的な理由により
東京ＹＭＣＡの活動に参加できない子どもたちに、所得
に応じて参加費の全額または一部を補助する制度です。
家庭の事情に関わらず、東京ＹＭＣＡの活動を通してか
けがえのない仲間や時間、豊かな経験を得ることによ
り、子どもたちが一人ひとりに合ったペースで心身とも
に健やかに成長してほしいとの願いがあります。このフ
ァンドは、そのような願いと趣旨に賛同する多くの個人
・法人からのご寄付によって運営されています。まさ
に、社会全体で子どもたちを育てる取り組みです。
　実際にファンドを利用した子どもや保護者から寄せら
れた絵や感想文を一部抜粋してご紹介いたします。

〇さいしょは、とてもきんちょうしたけど、ボールとか
いろんなあそびをしていったら、とてもたのしくなりま
した。リーダーはやさしくて、みんなであそんだときも、
みんなをわらわしてくれました。ごはんも、すごくおい
しかったです。マシュマロをやいてたべたことが一ばん
たのしくて、またやりたいです。サッカーもたのしかっ
たです。さいごに、またいきたいです。でんしゃで、「え
しりとり」をやったりして、でんしゃにのったのもうれ
しくて、またリーダーとかおともだちとのりたいです。
（小１男子）

〇今回キャンプに参加させようと思ったきっかけは、転
校により新しい環境に馴染めず不登校になってしまった
我が子に “今いる場所が全てではない。色々な世界があ
ること” を知ってほしくて、一人でキャンプに参加させ
ました。12月にはじめてＹＭＣＡのキャンプで家族か
ら離れての宿泊を経験し、とても楽しんで帰ってきて、
今回のスキーキャンプもとても楽しみにしていました
が、当日はやはり緊張と不安で集合場所に入ることがで
きず、周辺を散歩してから不安の顔のまま出発。毎日「今
何してる時間かな？」「楽しんでいるかな？」と考えな
がらお迎えの日・・・リーダーも含め、みんな表情明る
く輝いて帰ってきました。帰り際にお友達と「バイバイ。
また会おうね！」とハグを自然としている姿を見て、と
ても充実した５日間を過ごせたんだなと感じました。帰
り道から寝る間際までキャンプの出来事をノンストップ
で話してくれ、スキーが出来るようになっただけでな
く、こんなにも他の子を思いやったり、自分で考えて行
動できたりと家では気付けなかった子どもの成長を感じ
られ、本当に参加できて良かったです。今回準備から終
了までキャンプに携わっていただいた皆様のお陰で、と
ても楽しく大きく成長して帰ってくることができまし
た。本当にありがとうございました。（小３男子の保護者）

〇絵（小３女子）

〜キャンプの思い出〜

� （広報室）

フレンドシップファンド
プログラム参加費補助制度

キャンプ（宿泊・日帰り）、英語、水泳、
ピアノなど、多彩なプログラムがあります！

詳しくはホームページで
http://tokyo.ymca.or.jp/camp/

６月1６日（金）～
Web受付開始

　4月15日（土）、東京ＹＭＣＡが主管となり、東日
本地区ＹＭＣＡ役員研修会がオンラインで開催されま
した。この研修会は、東日本地区にあるＹＭＣＡの役
員・委員・職員などが、ＹＭＣＡや社会全体に関わる
現状や課題を共有し、学び合うことを目的とします。
今回は、「特別公開講演会」として対象を広げ、全国
のＹＭＣＡから約100人が参加しました。
　講師は、一般財団法人日本総合研究所会長・多摩大
学学長の寺島実郎氏。寺島氏は、世界情勢や経済の専
門家として多数の著書があり、ＴＢＳ系「サンデーモ
ーニング」などのメディアにも多く出演しています。
「世界の構造変化と日本の針路－21世紀日本人の心
の基軸」と題した講演は、1978～79年のイラン革命が自身の転機となって社会科学の観点からイス
ラム教、キリスト教、ユダヤ教の宗教理解を深めたことから始まり、つながりの中で世界を見る「ネ
ットワーク型世界観」の重要性や躍進するアジア経済（アジアダイナミズム）の中での日本の立ち位
置など、世界の動静や経済の潮流を踏まえ、示唆に富んだ内容となりました。また、中心的存在でな
くなると影響力まで失ってしまう日本が抱える構造的な課題、日本史と世界史に区別した戦後歴史教
育の限界、民族を超えてリスペクトされる人材や若者の道標となるロールモデルになり得る人材の不
足など、身近に感じられる問題にも言及されました。
　特別講演会を受けての分団協議では、各自の感想やＹＭＣＡとして何ができるかを共有しました。
　講演会や分団協議に寄せられた感想を一部ご紹介いたします。
〇�知見の広さに大いに刺激を受けました。（自らの）発想の狭さに気づくことができました。
〇�経済の視点からであったが、グローバル人材の育成、歴史教育の点など学ぶことがあった。
〇�社会科学の視点から寺島氏が捉えられている宗教（キリスト教）のお話もとても興味深かったです。
ＹＭＣＡでキリスト教を考えるときの視点とは異なるも、こういった視点もあるうえで私たちがキ
リスト教に向かうことの必要を感じました。

〇�世界、特にアジアに占める日本の経済的地位について知ることができた。
〇�難しい話も多かったが、アジアにおける日本のＧＤＰの変化など、感覚的に思っていたことの（数
字的）裏付けを学ぶことができた。また、最後にあった「私たちが次の世代にどのような背中を見
せているか」という問いかけに考えさせられるものがあった。

〇�大きな視点で世の中を見ることと、ローカルの視点で見ることの大切さを学んだ。
〇�ＹＭＣＡでは人と人の出会いの場を作ることや、スタッフが「イエス・キリスト」をロールモデル
として真摯に働く姿を見せることが大事ではないかという意見があり、共感しました。

� （広報室）

東日本地区ＹＭＣＡ役員研修会で寺島実郎氏が講演

カルチャー

　ＹＭＣＡの水泳クラスは「全ての人がスポーツを楽しみ、
心身共に健やかに生きること」を願っています。夏休みの短
期水泳は３～５日間の集中クラスで、毎日繰り返し練習する
ことにより、慣れるのも身につくのも早くなります。水泳の
上達はもちろん、身支度や入水時の安全のルールなども習慣
化しやすいです。また、毎日同じ時間に通うことで、夏休み
を規則正しく過ごすきっかけにもなります。
　短期水泳クラスには、水泳が好きな子どもたちだけでな

く、「水が怖い」「泳げ
ない」「保護者と離れ
ると不安で泣いてしま
う」といった子どもた
ちも参加します。保護
者にとっても、本人に
とっても、大きな挑戦
です。私たちは、子ど
もたちのこの挑戦を

「自信」に繋げられるようにサポートします。プールへ歩み
だせない時は「水に入らなくても大丈夫。プールサイドまで
行ってリーダーに挨拶だけはしよう。」「今日はプールサイド
で応援（見学）しよう。」と担当リーダーが励まし、まずは
自分の意思でプールに行くように促します。初めは泣いてい
た子も、これを繰り返すうちに練習の様子がわかり、少しず
つ不安が取り除かれます。次第に笑顔を見せるようになり、
リーダーに自ら話しかけるようになります。環境に慣れ、リ
ーダーとの関係を築き始めるようになると、自然と水泳にも
前向きに取り組めるようになります。同じグループで頑張る
仲間を見て「自分もできるようになりたい」と思い、サポー
トを受けながら力を尽くすことは、短い期間でも大切な体験
になるはずです。３日間または５日間で程度の差こそあれ、
子どもたちは確実に変化していきます。「泣かずにプールに
行けるようになった」「頭まで潜れるようなった」など、私
たちはその変化をたくさん褒めると共に、保護者と一緒に喜
びます。子どもたちは、自分の中の恐怖心や不安を乗り越え
て挑戦し、できるようになって褒められることにより、自信
をつけていきます。この経験が水泳のみならず、他の挑戦に
も繋がり、子どもたちの可能性を引き出す力になると私たち
は信じています。� （健康教育　大津桃子）

水　泳

　「感じる心」育っていますか？感じる心を育てることが「学
び」につながっていくとも言われます。
　サマープログラムでは、子どもたちの豊かな成長を願い、
「リトミックプログラム」「ピアノ短期集中レッスン」の開
催を予定しています。音楽が、五感に触れ、楽しみ、感性を
育むキッカケになれば幸いです。
　ピアノ短期集中レッスンの対象は、３歳児～大人です。楽
器演奏を始めたい方、今の演奏スキルをさらに上達させたい
方にお勧めです。楽譜の読み方・弾き方・リズムや音感の習
得、演奏技術のレベルアップなど、一人ひとりの気持ちやレ
ベルに合わせて丁寧にレッスンいたします。音楽の楽しさ、
いろいろな音のおもしろさの中で、小さな「できた！」を積
み重ね一つの曲を弾けた時の達成感は格別です。集中力、豊
かな感受性、表現力も身につきます。
　リトミックプログラムは、音を聴き取る力やリズム感など
の音楽的能力と表現力を養うだけでなく、想像力や創造性、
注意力、集中力、思考力なども引き出そうとするものです。
子どもたちが持つ「潜在的な能力」を育むことに重きを置い

ていると言われています。簡単に言えば、音楽に触れながら
子どもの基礎的能力を伸ばし、音楽を身体で感じながら人間
力を高めていきます。音楽を全身で感じ、五感を使って心と
身体で表現する楽しさを伝えていくことで、「できた！もっ
と！」とワクワクする音楽の世界を子どもたちに広げていき
ます。
　幼児対象の「リトミッククラス」では、音のイメージに合
わせて、身体表現、打楽器や鍵盤楽器演奏、工作を楽しみま
す。小学生対象の「音楽ワークショップ」では、珍しい楽器
で音を作ったり、音に合わせてさまざまな技法を用いて自由
に絵や模様を描いたりします。
　何か “得意なもの（大好きなもの）” を持つことは、自信
につながり、新しいものに前向きに取り組む姿勢にもつなが
っていくことでしょ
う。この夏、子ども
たちの良き成長に寄
り添うお手伝いをさ
せていただければと
願っています。
（江東センター
� 小松康広）

　かけがえのないキャンプ体験と子どもたちの限りなき成長を願
い、今年もたくさんのキャンプをご用意いたしました！
キャンプには、ハイキングやクラフト、ボートやカヌー、カヤック、
ヨット、アウトドアクッキングなど、好奇心や冒険心を掻き立てる
魅力的なプログラムがたくさんあります。また、大自然の中では心
と体が穏やかに、開放的になり、仲間との共同生活では思いやり、
誠実さ、責任感、尊敬する心を養います。

　キャンプでは、一人ひ
とりの個性や自主性を尊
重しながら、グループ単
位の活動が中心となりま
す。個々のキャンパーの
在り方が相互に作用して
グループを成熟させ、同
時に、個々の成長にもつ
ながります。初めてのこ
とへのチャレンジや、で

きなかったことができるようになる成功体験が、各々の自信や自己
肯定感を育んでいきます。それは普段の生活において何かに挑戦す
る際の原動力にもなります。キャンプを楽しみながら、人として成
長していくための価値に気づいていく。キャンプが非常に効果的な
教育活動であると言われる所以です。
　コロナ禍では間接的なコミュニケーションが増え、多くの子ども
たちが人間関係の希薄化や、孤独や孤立に対する不安を抱えまし
た。逆に言えば、心の安定を保ち、社会性を身につけ、人が健やか
に成長していくために、いかに実体験や他者との直接的な関わりが
重要であるかを知る結果となりました。子どもたちの成長にとっ
て、キャンプは大変意味があるものと確信しています。
　子どもたちと関わる指導者は、大学生を中心とする若いボランテ
ィアです。「少し年上のお兄さんお姉さん」であり仲間である彼ら
は、子どもたちに大きな影響を与えます。自分の時間やエネルギー
を子どもたちの成長のために捧げ、一生懸命に活動する彼らは、Ｙ
ＭＣＡの誇りであり、子どもたちの憧れであり、良い成長のモデル
となります。
　豊かな大自然、魅力あふれるキャンププログラム、一生ものにな
るかもしれない仲間との出会い、大好きなリーダーが皆さんを待っ
ています。子どもたちの成長の糧となるキャンプに、ぜひご参加く
ださい。� （野外教育　鳩山徹郎）

キャンプ（宿泊・日帰り）

　夏休み中は、国内外で多数の英語プログラムをご用意しています。
　通年クラスは「読む・書く・話す・聞く」をバランス良く、テキ
ストを用いて英語を学ぶ一方で、シーズンプログラムは英語に親し
み、楽しむことを目的とします。どのプログラムも英語をたくさん
聞き、話し、体を動かしながら、自然と身につけていくことを目指
し、英語に興味を持つきっかけになることを願っています。
　様々な国籍の個性豊かな先生たちが楽しく工夫しながらプログラ
ムを展開しますが、馴染みのない言語に不安になる子どもたちもい
ます。そのような時は高校生、大学生のボランティアリーダーたち
が寄り添い、「一緒にやってみよう」と声を掛けながら子どもたち
の背中を押します。「分かった」「聞き取れた」「言えた」という体
験を繰り返すことで自信をつけ、学ぶ意欲につながるよう子どもた
ちを応援します。
　帰国生の英語力を維持・向上させるためのクラスもあります。英
語の方が自己表現しやすい子どもたちがのびのびと過ごせる環境の
中で、ＳＤＧｓなどのテーマスタディを通して、英語漬けの数日間
を過ごします。同じようなバックグラウンドの仲間と出会うためな
ど、参加の理由はさまざまです。

　国外プログラムは、米国のサマーキャンプに参加する『ダイナミ
ックサマー』があります。外国の文化や歴史、人々を知ることで、
互いの違いを認め、尊重する価値観を養います。18歳以上になる
と、フロストバレーＹＭＣＡ（ＮＹ州）のサマーキャンプに、カウ
ンセラー（リーダー）として参加することもできます。
　幼児期から青年期まで、年齢やレベルに応じた英語の環境が用意
されているのも世界につながるＹＭＣＡだからできることです。Ｙ
ＭＣＡの英語プログラムは「英語を学ぶ場」だけではなく、新しい
友だちを作り、異文化に出会い、多様性を受け入れる心を育むなど
心身共に成長する場でもあります。ぜひ、ご参加ください。
� （語学教育　池田麻梨子）

※国外プログラムは、す
でに定員に達している可
能性があります。詳細
は、東陽町語学教育セン
ター（03－3６15－55６7）
にお問い合わせ下さい。

英　語

　4月7日（金）、春の暖かい気候の中、にほんご学院の2023年度入学式が行われました。コロナ禍による制限が少しず
つ緩和されてきたこともあり、昨年度の約3倍となる90人の新入生が入学しました。中国、香港、台湾、ベトナム、ス
リランカ、ミャンマー、インド、韓国、フィリピン、ネパール、カナダ、イギリス、オーストラリア、マカオ、ロシア
からの留学生です。私も4月からにほんご学院に配属となり、新入生と同じような気持ちで入学式に参列しておりまし
た。さまざまな国から学生が集まるのは、今まで見慣れない光景であり、私も緊張と期待で一杯でした。新入生も、緊
張している人、笑顔の人、さまざまな表情であふれていました。新入生の呼名では、一人ずつ起立したので、その表情
が見えました。
　入学式前も現在もですが、私は学籍名簿に目を通すなど、学生たちの名前と顔を覚えるのに必死です。式後には、オ
リエンテーションやクラス発表が行われました。学則の説明の際には、在校生の先輩やＯＢがそれぞれの母国語に訳し
て新入生のサポートをしてくれました。学則には、時間をしっかり守るようになど、日本の学校らしい感じがいたしま
した。私も、学生と話す時は、なるべく簡単でわかりやすく、正しい日本語で接することを意識しています。
　新入生と同様に、私も経験すること全てが初めてのことですので、一つひとつ吸収すべく、勉強の毎日を送っており
ます。学生たちは、場所は異なりますが、私が学生時代に経験した短期留学や研修と同じようなことを始めようとして
いるのだと気づきました。学生時代に力となってくれたスタッフのポジションを今は私が担い、こうして学生をサポー
トする側の人間になっているのはなんだか不思議な気がします。
　誰もが新しい環境で何かを始める際、不安な気持ちを抱くの
は自然なことであるため、少しでも日本での生活や勉強を後押
しできたら幸いです。学生と接する中で「先生」と呼ばれるこ
とに対し、まだ聞き慣れず違和感があります。働くやりがいも
感じますが、一方で責任感も増します。
　校内では、懸命に日本語を話そうとする学生たちの姿勢が非
常に印象的であり、自分も英語を勉強していたのを懐かしく思
い出します。言語を学ぶことは大変ですが、それだけ視野が広
がり新しい出会いがあるので、学生の皆さんにはぜひ頑張って
ほしいです。私は学生たちがより良い方向に向かうよう、微力
ながらその手助けをしていきたいと思います。
� （にほんご学院　方波見　篤）

にほんご学院　3年ぶりの対面入学式
　にほんご学院では、4月と10月に入学式を行います。昨年度は、コロナ禍により新入生が揃わず、数週間遅らせて対
面とオンラインによる「ハイブリッド入学式」を実施しました。10月はまったく入国できず、12月のクリスマスパー
ティーと併せた入学式となりました。
　そのような苦難を乗り越え、今年度、3年ぶりに一堂に会しての入学式が開催されました。今年4月入職のフレッシ
ュな職員によるレポートをお届けいたします。

サマープログラム
2023 ６月１６日（金）より６月１６日（金）より

Ｗｅｂ受付開始Ｗｅｂ受付開始

「にほんご学院の入学式と私の願い」
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